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Ａ．研究目的 

診療に資する研究力の推進を行うことを目的とす

る。また本目的を達成するべく J-CKD-DBなどを中心

とした Real world dataを利活用し診療実態の解明

や、ガイドライン遵守による予後改善効果などの検

証を行う。 

Ｂ．研究方法 

J-CKD-DB-Exは 2014年から 2024年までの約 60万

人の CKD患者データが収集されている。本データベ

ースを用いて、診療実態解明・薬剤による予後への

影響・AI解析による予後予測モデル構築などを行う。 

（倫理面への配慮）

J-CKD-DB-Ex の倫理審査は既におこなっており、

二次研究に関しても個別に倫理審査を通して研究を

おこなっている。 

Ｃ．研究結果 

診療実態解明に関しては高血圧合併 CKD患者にお

ける降圧薬の処方実態を 2014 年から継時的に評価

した。また腎臓病の合併症のうち重要な高カリウム

血症と腎予後に関して解析を行い、相関関係がある

ことが示された。同時に time dependent Cox解析に

より、平均的なカリウム値より一過性の高カリウム

血症がより腎イベント発症に関連することがわかっ

た。また、国際比較として「台湾データベース研究

と J-CKD-DBにおける CKD進行リスク因子の比較」も

検討している。その他、糖尿病患者におけるアルブ

ミン尿 30 mg/gCr未満が腎予後に影響を及ぼすかど

うか検討を行っている。 

Ｄ．考察 

データベースの利活用により実臨床での診療実態

を明らかにすることができた。今後はCKD治療薬の使

用実態を解明し、ガイドライン遵守の状況を明らか

にしたい。また国際比較検討も行い本邦での問題点

を明らかにしていくことが重要であると考える。更

研究要旨 

本研究は、診療に資する研究力の推進を目的とし、次世代型腎疾患症例データベース（J-CKD-DB-Ex）を中

心としたリアルワールドデータ（RWD）を利活用することで、慢性腎臓病（CKD）の診療実態の解明、および

ガイドライン遵守による予後改善効果等の検証を行うことを目指した。2014年から 2024年までの期間に収

集された約 60 万人の CKD患者データを含む J-CKD-DB-Ex を使用し、時系列での診療実態解析（国際比較含

む）、薬剤投与による予後への影響評価、および AI解析を用いた予後予測モデルの構築などの研究を行う。

RWD の利活用により、CKD 治療薬の使用実態やガイドライン遵守状況の把握を進めるとともに、国際比較を

通じて本邦固有の課題を明確にすることを目的とする。同時に本研究成果を基盤として、データベースの更

なる拡充を図り、「腎疾患対策検討会報告書」に基づく対策の進捗管理および新たな施策提言に資するエビ

デンス構築を継続していく。
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なる解析に資するデータベースの拡充を行なってい

きたい。 

 

Ｅ．結論 

real world dataを駆使し、診療実態の解明と同時

に新たなリスク因子の解明を行うことができた。現

在、多数の研究をおこなっており引き続き「腎疾患

対策検討会報告書に基づく対策の進捗管理および新

たな対策の提言に資するエビデンス構築」をおこな

っていきたい。 
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